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灯台の歴史

まえがき

 皆さんから⾒た灯台とは、どのようなイメージでしょうか︖  「⻘い空、⻘い海に
美しい⽩亜の塔」誰でも思いうかべるロマンチックな灯台のある⾵景ですね。  暗い
海に光を放つ「船の守り神としての灯台」。  あるいは、岩を砕く⼤波の夜、⼀筋の
光を海になげかけている灯台のけなげな姿を想像する⼈もおられることでしょう。
 灯台には不思議な魅⼒があります。  シンボリックなその姿と重要な役割は、⽂学
や映像作品の中にもたびたび登場しては、印象的に描かれています。  このページで
は、そんな灯台の、これまでの歩みを紹介したいと思います。

灯台の⽣い⽴ち

 ⼈々が⿂をとったり、ものを運ぶために丸⽊⾈やいかだに乗って、海に出たのはず
いぶん昔のことです。その頃は⽬的地へ⾏ったり、出発地へ戻るためには、⼭のいた
だきや特徴のある⼤きな⽊、岬の突端などの⾃然にある物体を⽬印にしてきました。
 しかし、船が⼤きくなり航海術が発達してだんだん遠くへ出かけるようになると、
遠いところからもよくわかる、⾃然物体以外の確実な⽬印を作ることが必要になって
きました。
 そのため、岬や島の上に⽯などで塔を建てて、たき⽕をしたり、煙を上げたりして
船の⽬標とすることを考えたのです。
これが灯台のそもそものはじまりです。

世界でいちばん古い灯台

 紀元前２７９年にエジプトのアレキサンドリア港の⼊り⼝、ファロス島に建てられ
たファロス灯台だといわれています。
この灯台は、完成までに２０年かかり、⾼さが１３５メートルもあったといいます。
こんなに⾼い塔が本当にあったのか、ちょっと信じられませんが、１４７７年まで建
っていたといいますから、１７００年以上使われていたことになります。
 このファロス灯台は、エジプトのピラミッドと同じように、世界の七不思議のひと
つに数えられています。

⽇本では、今から約１３００年昔、天皇の使いの船が唐の国（今の中国）に渡った帰
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りに、⾏⽅不明になることがあったので、船の帰り道にあたる九州地⽅の岬や島で、
昼は煙をあげ、夜は⽕を燃やして船の⽬印にしました。
これが⽇本での灯台の始めといわれています。

灯台ができる前

 ４００年ほど前の江⼾時代になると、⽇本式の灯台が建てられるようになりまし
た。その頃の灯台は「かがり屋」とか「灯明台」と呼ばれており、⽯積みの台の上に
⼩屋を建て、その中で⽊を燃やすしくみのものでした。
慶⻑１３年（１６０８年）に能登国福浦の⽇野吉三郎という⼈が、福浦港に建てた灯
明台は、⽯造りの⼩さなもので、油紙をはった障⼦の中で油を燃やして⽕をともすも
のでした。この「灯明台」が、⽇本で初めて油を使った灯台といわれています。
明治のはじめまでに、殿様や港の商⼈たちが建てた灯明台は１００以上になっていま
した。
この他、海岸近くの神社の境内にある常夜灯で灯台の役⽬をしていたものがあり、今
でもその⾔い伝えのある⽯灯ろうが所々に残っています。

洋式灯台のたんじょう

 ⽇本が今のような灯台を建てるようになったのは、今から約140年前に、アメリカ・
イギリス・フランス・オランダの４カ国と結んだ江⼾条約で、灯台などを建てる約束
をしたことが始まりです。
もちろん、⽇本⼈の誰もが⻄洋式の灯台を⾒たことがありませんので、フランスとイ
ギリスに、灯台のレンズや機械の買い⼊れと指導を頼んでいました。
そうして、明治２年１⽉１⽇に神奈川県三浦半島の観⾳埼に、⽇本ではじめて⻄洋式
の灯台が誕⽣しました。作ったのは、Ｆ・Ｌ・ヴェルニーというフランス⼈です。彼
は東京湾の周りに、合計４ヶ所の灯台を建設し帰国しました。
その後を受ける形で灯台建設を請け負ったのがイギリスです。スコットランド出⾝の
リチャード・ヘンリー・ブラントンを⻑とする３⼈の技師が明治元年から９年間滞在
し、２６ヶ所の灯台と、２隻の灯船（灯台の役⽬をする船）を建設しました。

航路標識の発達

明治のはじめには、外国へ⾏く船がほとんどなかった⽇本も、⼤正、昭和の時代にな
ると、世界でも指おりの海運、⽔産国になりました。
航路標識も、従来の灯台、霧信号所、潮流信号所のほか、昭和のはじめの頃から電波
を利⽤した無線⽅位信号所という航路標識が作られて、航海の安全に貢献してきまし
た。



それでも、当時、⽇本は外国から「ダーク・シー」（灯台が少ないことを「暗い海」
と⾔い表しました。）といわれるほど、灯台の少ない国でした。
昭和２３年５⽉１⽇に海上保安庁が誕⽣して、航路標識の仕事はこの新しい役所が担
当することになりました。そのころ、それまで町や村が建てていた航路標識も海上保
安庁が引き継ぐことになったので、昭和２４年から８年間に８８２ヶ所を引き継ぎ、
航路標識の数はいっきょに戦前の３倍近い数になりました。また、経済の発展と共
に、今までの港が⼤きくなったり、航路を広げたりしたので、ますます航路標識の数
も増えてきました。
さらに、太陽電池や波⼒発電などの、新しい技術をつぎつぎと取り⼊れたり、ロラン
ＣやディファレンシャルＧＰＳに、代表される電波標識を導⼊し、今ではわが国の航
路標識は外国からも多くの⼈が⾒学にくるほど進歩しています。


